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1940（昭和15）年生まれ、中主
町（現・野洲市）出身。東山高
校卒。
1969（昭和44）年に野洲町（現・
野洲市）に湖東開発不動産部
を創業。1973（昭和48）年に湖東
開発株式会社を設立。野洲市
を中心に賃貸仲介、売買仲介な
ど地元に密着した経営を行う。
（社）滋賀県宅地建物取引業協
会本部の常任理事を務める。

た び

前回で述べたように、外車販売会社で７年

間勤務したあと、建設会社の営業に転職す

ることにした。

転職先の「岡島建設」は、社会に高品質な住

宅を供給することを経営理念としており、

昭和40年代の日本列島改造ブームに乗って

大いに業績を伸ばしていた。私は営業とは

いうものの、革靴から地下足袋に履き替えて

現場に出向き、基礎工事の手伝いをしたり、

土管の設置をしたりと何でもやった。1968（昭

和43）年には宅地建物取引主任者の免許も

取得し、営業成績を伸ばしていった。

新たな転機が訪れたのは入社して３～４年

たったころのことだ。社長から突然「そろそ

ろ独立するように」と言われたのである。建

設業界での経験がまだわずかしかなく、と

ても自信がなかったが、社長の「お前なら大

丈夫だ！」という力強い言葉に背中を押され、

不動産会社を興すことを決意した。

当時は京都市に住んでいたが創業地は野洲

に決めた。お盆や正月に野洲町の実家に帰る

たびに、大手住宅販売会社が宅地造成して

いる様子が目に入り、「野洲こそがこれから発

展する土地である」と確信したからである。

妻がコツコツとためておいてくれた資金を

元に、1969（昭和44）年、「湖東開発不動産部」

を創業した。社名は京都の知り合いの先生

が付けてくださった。「湖東」としたのは、京

都や大阪の人にとっては「湖南」とするよりも、

琵琶湖の東と言ったほうが分かりやすいだ

ろうという理由からで、さらに会社の拡張

を願って「不動産部」としてくださった。

事務所の場所は野洲駅と役場が近いメーン

通りでなければいけないと決めていて、こ

れだけはゆずれなかった。ちょうど現在の

社屋の隣に古い空き家があったので、さっ

そく借りようと思ったのだが、持ち主の方

に何度頼んでも門前払い。「見ず知らずの若

ぞうには貸せない」と断られ続けた。

ところがふとしたことで、私の実家が当時

の野洲町長と親戚であることが分かり「そ

れなら安心できる」と快諾してくださった。

このときは本当に「縁」というものを実感し、

感謝した。

雨が降れば洗面器を持って走り回らなけれ

ばならないほど古い建物だったが、それで

も中学生のころの「自分で看板をあげて商売

をしたい」という夢がかなったのだから苦に

はならなかった。訪ねてきてくださるお客様

はみんな神様に見えた。

野洲町で第一号の不動産会社であったこと、

そして駅や役場に近かったことが幸いし、

どんどん仕事が舞い込んできた。県庁を

退職した父親と妻に手伝ってもらいなが

ら家族的な経営を続けたが、仕事量が増え

たことから従業員を雇い入れ、1973（昭和

48）には「湖東開発株式会社」を設立、代表

取締役に就任した。

そしてこの年、新たな転機が訪れた。「阪急

電鉄」から「野洲一帯の土地開発をしてみな

いか」と言う話が舞い込んできたのだ。
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●大津市瀬田南大萱町1740-１（文化ゾーン内）●TEL：077-543-2111
●開館時間：9：30～17：00（入館は16：30まで）
●常設展料金：一般350円　高大生250円　小中生120円※企画展はその都度、別料金
●休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（期日は年ごとに変更）

●TEL：077-543-0192●営業時間：10：00～16：30●定休日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始

http://www.shiga-kinbi.jp

対象：小中学生全学年とその保護者
申し込み締め切り：10/12(金)
※大人は観覧券が必要。
企画展「天体と宇宙の美学」も鑑賞する。
作品解説：主任学芸員 占部敏子

対象：小中学生全学年とその保護者
申し込み締め切り：11/９(金)
※大人の方は観覧券が必要
常設展「風景の表現」も鑑賞する。
作品解説：主任学芸員 國賀由美子
日本画家の安宅恵さんを招く。金箔や墨、岩絵の具を
使って絵はがきを制作。

展示内容：近現代美術を中心に、太陽と月、惑星や恒星、
　　　　　銀河などの天体と宇宙を主題にした美術作品。
　　　　　油彩、水彩、版画、写真、立体作品など約150点
観覧料：一般900円 高大生650円 小中生450円

【常設展示室１】では小倉遊亀画伯の作品をは

じめ、近代の日本画と滋賀県ゆかりの美術作

品が展示されている。【常設展示室２】は現代

美術で、今は「森と水をめぐる旅」をテーマに

展示されている（～12月15日まで）。【企画展

示室】では10月６日（土）から「天体と宇宙の美

学」が開催される。芸術家が天体や宇宙をどのように思い描いてきたか興味

深い。「当館が初めての方は、ぜひ作品の解説を聴きながら鑑賞してみてください。

作品の背景を知ることでその作品が身近に感じられ、美術館を訪れるのがぐっと

楽しくなります」と平田さん。近代美術館のサポーター（解説ボランティア）による「解

説ツアー」や美術館解説員による「ファーストデイ・ツアー」があるので参加してみよう。
※解説ツアー：毎日開催。企画展は13時～、常設展は14時～
　ファーストデイ・ツアー：毎月「１」のつく日に開催。13時～

えのもとりゅう　じ

近代美術館の過去の展覧会

や美術に関するビデオ、美術

に関する書籍・画集・雑誌な

どが閲覧でき、全国の展覧

会の情報が手に

入る。

本日のおすすめランチ

一息ついたらレストラン「フラミンゴ」

で一休み。「家庭では味わえない、

ちょっと手の込んだものを心掛けていま

す」とシェフの榎本隆司さん。

取材日にいただいた「本日

のおすすめランチ」（980

円）は、サクッとしたキスの

フライと新鮮なお造り

が絶品だった。
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教育プログラムが充実しているのも近代美術館の

魅力。親子で参加する「たいけんびじゅつかん」で

は、この秋「紙すきたいけん！」や「日本画の材料に親しむ」などが予定されている。

どちらも美術鑑賞とセットになっていて、学芸員が作品の説明をしてくれる。

きんぱく


